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①最初にティルティングを使って が 

前を向く位置を探しましょう 

 

②次にリクライニングをする時は 

可能で有れば に上げましょう 
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車椅子での調整が困難な為、座面のクッションで調整！ 

選ぶポイントはできる限り と に 

を選びましょう！ 

※姿勢がそれでも崩れる場合は車椅子から検討しましょう 

 

※食事姿勢は介助 or自己摂取で診るポイントが変わります！  

上記は食事に介助が必要な場合となります。 

・ご飯の時の姿勢はどうすれば？ 

・肺炎にならないか心配 
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